


















































































































































































































































































精するもの (artificialinsemination from husband， AIH )と，夫の精子が全くない場合，複数の
第三者の精子を妻の子宮に入れて受精するもの (artificialinsemination from donor， AID)が
ある。前者では冷凍精液の所有権の問題があり，後者では近親結婚の危険性が指摘される。
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「医学概論」について
日本ではいずれの場合も行われているが，住民の意識調査では AIDに対して85%が否定的で
ある o
体外受精は妻の卵管に通過障害がある場合，人工的に取り出した卵子を体外で受精させ，そ
れを子宮に戻して妊娠させ出産に至るものである。卵子と精子の提供者，妊娠を継続させる子
宮の組合せで13通りもの場合がある o この中には，夫婦聞の体外受精卵を他λの子宮にいれる
借腹や，他人の受精卵を妻の子宮にいれる貸腹等が含まれるが，日本産婦人科学会では，夫の
精子と妻の卵子を受精きせ妻の子宮に入れるという組合せに限るとされている。
以上のように，生命倫理の中には人間存在の根本に触れるものが少なくない。これまでは生
も死も天の命ずるところであり，早死するのも，長寿を保つのも，子宝に恵まれるのも，恵ま
れぬのも，すべて天の配剤と観じ，その中に人生の哀歓があり，人間性が培われてきたのであ
るが，今や医学は，延命操作や体外受精にみられるように，人聞の生と死をある程度コントロ
ールすることができるようになった。そこで医師自身に，生命とは何か，夫婦とは何かという
人聞の根本をなす問題に対する深い思索があらためて要求されるのである。生命倫理に関する
諸問題について法的基準の設定や倫理委員会等におけるチェックは当然必要であるが，倫理は
本来各個人の内面的規律の問題であり，単なる法規のみで律せられるものではなく，結局は医
学にたずさわる者の倫理的自覚に帰着することを忘れてはならない。
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